
週間国際経済2016（13） №52 ０４／１２～０４／１８ 
 
04/12・主要７ヵ国（Ｇ７）外相会合が「広島宣言」採択（11日、広島） ＜１＞ 
    原爆「非人間的な苦難」 米大統領訪問へ準備 
  ・日銀アンケート 1年後物価「上がる」3年ぶり低水準  
    生活意識調査で1.9ポイント低下し75.7％ 2013年4月量的緩和導入直前の水準に 
 
04/13・世界の成長率3.2％に減速（IMF今年見通し）＜２＞ 
    1月時点から0.2ポイント下方修正 先進国1.9％ 新興国・途上国4.1％ 
  ・TPP法案、参院選後に先送りも 自民国体委員長が言及 
  ・企業物価3.8％下落 3月、6年3カ月ぶり低水準 日銀政策に逆風 
  ・中国輸出9カ月ぶり増 3月11％増 
  ・税逃れ監視「網の目」 国別報告義務づけをEUが加盟国に提案 ＜３＞ 
 
04/14・韓国、16年ぶりに少数与党 総選挙で大敗 慰安婦合意に影響も 
    若者投票率上昇が野党を押し上げ 朴大統領の求心力低下は必至 
  ・原油価格、ＮＹ市場で4ヶ月半ぶり42ドル台 増産凍結の見方広がる ＜４＞ 
  ・「パナマ文書」解明へ一歩 流出元法律事務所に捜査の手 
    パナマ当局が家宅捜索 犯罪関与の有無焦点 国際的調査への協力を表明 
 
04/15・中国6.7％成長に減速（1-3月）7年ぶり低水準 ＜５＞ 
    工業生産5.8％増 個人消費10.3％増 固定資産投資10.7％増 
  ・英のEU離脱、賛否拮抗 国民投票へ論戦開始 ＜６＞ 
    首相「残留こそ国益」 離脱派「主権取り戻す」 世論調査は残留43％、離脱42％ 
  ・「パナマ文書」受けて欧州5ヵ国・OECDが課税情報を世界で共有提案 
 
04/17・通貨政策、日米に不協和音 G20会議、為替介入で応酬 ＜７＞ 
    20ヵ国・地域財務相・中央銀行総裁会議（14-15日、ワシントン）異例の終幕 
    麻生財務相「円相場は偏っている」 ルー米財務長官「市場の動きは秩序的」 
    円高再燃、市場が警戒 日銀追加緩和が焦点に 
    パナマ包囲網は狭まる 税逃れ対策で合意 銀行口座情報交換、非協力国に制裁も 
 
04/18・原油増産凍結合意できず サウジ、イラン欠席で硬化 ＜８＞ 
    主要産油国の石油担当相会合（17日、ドーハ） 過剰供給解消期待に冷水 
    失望売りからNY原油急落、一時37ドル台 
    リスク回避ムード強まり円は107円台後半に上昇 日経平均一時590円安 
     
 
 
 



 


